
免
疫
抑
制
宿
主
に
お
け
る

結
核
発
病
防
止

国
立
療
養
所
千
葉
東
病
院

副
院
長

山
岸
文
雄

は
じ
め
に

現
在
の
結
核
新
登
録
患
者
の
半
数
以
上
が
６０
歳
以

上
の
高
齢
者
か
ら
の
発
病
で
占
め
ら
れ
、
ま
た
高
齢

者
は
ス
テ
ロ
イ
ド
剤
の
服
用
者
や
糖
尿
病
合
併
者
な

ど
の
結
核
発
病
の
ハ
イ
リ
ス
ク
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る

こ
と
が
多
い
こ
と
か
ら
、
結
核
患
者
の
発
病
数
を
減

少
さ
せ
る
た
め
に
は
こ
れ
ら
免
疫
抑
制
宿
主
に
対
し

て
、
対
象
を
絞
り
込
ん
だ
化
学
予
防
が
望
ま
れ
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
結
核
を
発
病
す
る
免
疫
抑
制
宿
主
と

し
て
、
糖
尿
病
、
腎
透
析
、
膠
原
病
、
肺
癌
を
取
り

上
げ
、
化
学
予
防
を
行
う
こ
と
の
是
非
、
及
び
化
学

予
防
を
行
う
場
合
の
対
象
者
設
定
基
準
に
つ
い
て
検

討
を
行
い
ま
し
た
。

１．

糖
尿
病

�１
肺
結
核
患
者
に
お
け
る
糖
尿
病
合
併
頻
度
の
増
加

当
院
に
て
入
院
治
療
を
行
っ
た
肺
結
核
患
者
に
お

け
る
糖
尿
病
合
併
頻
度
を
検
討
し
た
と
こ
ろ
、

１
９
８
７
年
か
ら
９８
年
ま
で
の
１２
年
間
に
、
肺
結
核

患
者
４
１
６
９
名
中
、
糖
尿
病
合
併
例
は
５
８
８
名
、

１４
・
１
％
で
し
た
（
表
）。
４
年
ご
と
の
合
併
頻
度

で
は
、
１１
・
８
％
、
１４
・
５
％
、
１５
・
６
％
と
、
合

併
頻
度
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
。
男
性
は
１６
・

０
％
、
女
性
で
は
８
・
３
％
と
、
男
性
の
合
併
頻
度

は
女
性
の
約
２
倍
で
し
た
。
年
齢
別
の
合
併
頻
度
で

は
、
男
性
は
４０
歳
代
が
２１
・
３
％
、
５０
歳
代
が
２３
・

４
％
と
、
働
き
盛
り
の
年
代
で
合
併
頻
度
が
高
く

な
っ
て
い
ま
し
た
。

�２
医
師
は
糖
尿
病
は
結
核
発
病
の
ハ
イ
リ
ス
ク
グ

ル
ー
プ
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
な
い

最
近
、
当
院
に
入
院
し
た
初
回
治
療
の
糖
尿
病
合

併
肺
結
核
症
例
の
う
ち
、
糖
尿
病
と
肺
結
核
が
同
時

に
発
見
さ
れ
た
者
を
除
く
５７
名
中
、
定
期
的
に
胸
部

Ｘ
線
検
査
を
受
け
て
い
た
の
は
わ
ず
か
１５
名
（
２６
・

３
％
）
で
し
た
。
糖
尿
病
を
診
療
し
て
い
る
医
師
は
、

糖
尿
病
は
結
核
発
病
の
ハ
イ
リ
ス
ク
グ
ル
ー
プ
で
あ

る
こ
と
を
、
ほ
と
ん
ど
認
識
し
て
い
な
い
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。

�３
糖
尿
病
合
併
肺
結
核
症
例
の
過
去
の
胸
部
Ｘ
線
所

見
で
陳
旧
性
病
変
が
多
く
認
め
ら
れ
た

最
近
、
当
院
で
入
院
治
療
を
行
っ
た
肺
結
核
の
初

回
治
療
例
で
、
か
つ
糖
尿
病
の
発
見
が
先
行
し
た
５７

名
中
、
定
期
的
に
胸
部
Ｘ
線
検
査
を
受
け
て
い
た
１５

名
を
含
め
、
過
去
に
撮
影
し
た
胸
部
Ｘ
線
写
真
の
取

り
寄
せ
が
可
能
で
あ
っ
た
の
は
２１
名
で
し
た
。
２１
名

中
、
肺
結
核
の
病
変
な
し
が
６
名
、
陳
旧
性
病
変
あ

り
が
８
名
、
活
動
性
病
変
あ
り
が
７
名
で
し
た
。
活

動
性
病
変
の
７
名
を
除
き
、
治
療
歴
が
な
い
に
も
か

表 年次別糖尿病合併頻度

合併頻度

１１．２％
１１．０％
１１．７％
１３．０％
１６．５％
１５．０％
１０．９％
１５．５％
１６．３％
１３．７％
１４．２％
１８．１％

１４．１％

糖尿病
（人）

３４
３２
３５
４３
６１
５６
３８
５３
６７
５１
４９
６９

５８８

肺結核
（人）

３０４
２９０
２９９
３３２
３６９
３７３
３４８
３４４
４１１
３７３
３４５
３８１

４１６９

年

１９８７
８８
８９
９０
９１
９２
９３
９４
９５
９６
９７
９８

計

育
頁

教
の
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か
わ
ら
ず
１４
名
中
８
名
（
５７
・
１
％
）
に
治
癒
所
見

を
認
め
、
こ
れ
ら
８
名
は
糖
尿
病
の
指
摘
か
ら
平
均

１５
年
で
肺
結
核
を
発
病
し
て
い
ま
し
た
。
治
癒
所
見

が
認
め
ら
れ
た
時
に
化
学
予
防
を
行
っ
て
い
れ
ば
、

結
核
発
病
が
防
げ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

�４
糖
尿
病
患
者
に
お
け
る
化
学
予
防
の
是
非
と
、
化

学
予
防
対
象
者
の
設
定

糖
尿
病
の
人
は
、
そ
う
で
な
い
人
に
比
較
し
て
結

核
を
発
病
し
や
す
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ど
の
く

ら
い
発
病
し
や
す
い
か
と
い
う
相
対
危
険
度
は
、
Ｊ

Ｒ
東
日
本
中
央
保
健
管
理
所
の
内
山
先
生
の
検
討
で

は
５
・
７
倍
、
結
核
予
防
会
千
葉
県
支
部
の
鈴
木
先

生
の
検
討
で
は
５
・
６
倍
と
、
諸
外
国
の
も
の
と
同

様
に
高
い
値
で
し
た
。
ま
た
今
回
検
討
し
た
肺
結
核

患
者
で
は
糖
尿
病
合
併
率
が
高
い
こ
と
か
ら
、
糖
尿

病
に
対
す
る
化
学
予
防
は
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

ま
し
た
。
そ
の
対
象
者
は
、
結
核
治
療
歴
が
な
い
に

も
か
か
わ
ら
ず
胸
部
Ｘ
線
写
真
で
治
癒
所
見
が
認
め

ら
れ
る
者
と
し
、
ま
た
男
性
の
肺
結
核
症
例
で
は
４０

歳
代
、
５０
歳
代
で
糖
尿
病
合
併
頻
度
が
高
い
こ
と
よ

り
、
高
齢
者
に
限
ら
ず
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま

し
た
。

２．

腎
透
析

腎
透
析
を
行
っ
て
い
る
２
８
９
３
施
設
に
結
核
発

病
の
実
態
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
１
２
１
０
施
設

（
４１
・
８
％
）
か
ら
回
答
を
得
ま
し
た
。
平
成
８
年

に
は
２
２
０
名
の
結
核
患
者
が
発
生
し
、
二
次
調
査

で
７９
名
の
回
答
を
得
て
い
ま
す
。
全
結
核
罹
患
率
は

男
性
で
は
８８
・
４
（
全
国
全
結
核
罹
患
率
４４
・
８
）、

女
性
で
は
４３
・
２
（
同
２３
・
２
）
と
、
２
・
０
倍
、

１
・
９
倍
で
し
た
。
肺
結
核
罹
患
率
は
男
性
５２
・
２

（
全
国
肺
結
核
罹
患
率
３９
・
０
）、
女
性
１９
・
３（
同

１８
・
５
）
と
、
１
・
３
倍
、
１
・
０
倍
と
低
率
で
し

た
。
透
析
患
者
は
過
去
の
報
告
で
の
罹
患
率
は
高
く
、

化
学
予
防
に
つ
い
て
、
今
後
さ
ら
に
慎
重
に
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

３．

膠
原
病

昭
和
６３
年
か
ら
１０
年
間
に
慢
性
関
節
リ
ウ
マ
チ
を

除
き
、
当
院
に
結
核
で
入
院
し
ス
テ
ロ
イ
ド
剤
を
投

与
さ
れ
た
膠
原
病
症
例
の
結
核
発
病
時
の
投
与
量
は
、

１５
名
中
１２
名
が
プ
レ
ド
ニ
ゾ
ロ
ン
１
日
１０
mg
以
上
で

し
た
。
こ
の
投
与
に
よ
り
結
核
発
症
の
リ
ス
ク
が
増

す
と
の
報
告
が
あ
り
、
ま
た
今
回
の
検
討
で
も
そ
れ

が
認
め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
プ
レ
ド
ニ
ゾ
ロ
ン
１
日

１０
mg
以
上
の
投
与
を
長
期
間
行
う
場
合
に
は
化
学
予

防
が
望
ま
し
い
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

４．

肺
癌

昭
和
６３
年
か
ら
１０
年
間
に
当
院
に
入
院
し
、
肺
癌

治
療
が
肺
結
核
発
症
よ
り
先
行
し
た
肺
癌
合
併
肺
結

核
症
例
１２
名
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
ま
し
た
。
陳
旧

性
肺
結
核
の
病
変
を
認
め
た
も
の
は
４
名
で
、
こ
の

４
名
中
３
名
に
ス
テ
ロ
イ
ド
剤
の
投
与
が
な
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
ま
た
放
射
線
肺
臓
炎
や
脳
転
移
に
対
し

て
ス
テ
ロ
イ
ド
剤
の
長
期
投
与
が
な
さ
れ
た
症
例
は
、

こ
の
３
名
を
含
め
１２
名
中
６
名
で
あ
り
、
ス
テ
ロ
イ

ド
投
与
を
長
期
間
行
う
症
例
で
は
化
学
予
防
が
望
ま

し
い
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

ま
と
め

免
疫
抑
制
宿
主
か
ら
の
結
核
発
病
防
止
の
た
め
の

化
学
予
防
の
必
要
性
、
及
び
そ
の
対
象
者
設
定
に
つ

い
て
検
討
を
行
い
ま
し
た
。
糖
尿
病
で
は
結
核
治
療

歴
が
な
く
胸
部
Ｘ
線
写
真
で
治
癒
所
見
が
あ
る
場
合

に
は
、
化
学
予
防
は
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
腎
透
析
で
の
化
学
予
防
は
必
ず
し
も
必

要
で
は
な
く
、
膠
原
病
・
肺
癌
で
は
ス
テ
ロ
イ
ド
剤

長
期
投
与
例
で
は
化
学
予
防
が
望
ま
し
い
と
考
え
ら

れ
ま
し
た
。
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